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1 

記
念
特
集 

（
一
社
）
東
洋
大
学
校
友
会 

「
埼
玉
県
東
部
支
部 

創
立
二
〇
年
の
歩
み
」 

  

校
友
会
埼
玉
県
東
部
支
部
「
創
立
二
〇
年
の
歩
み
」
は
、
東
部
支

部
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子
版
第
5
号
（
21
年
6
月
7
日
校
友
会
支

部
ブ
ロ
グ
掲
載
*1
）
に
ま
と
め
た
「
創
立
十
五
年
の
歩
み
」
に
続
い

て
、
そ
の
後
の
校
友
会
埼

玉
県
東
部
支
部
の
活
動
記

録
を
追
加
記
載
し
*2
、
作

成
し
た
も
の
で
す
。 

*1 

（
一
社
）
東
洋
大
学
校
友
会 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
支
部
ブ
ロ 

グ
（
埼
玉
県
東
部
支
部
）
に
て
閲 

覧
可
能
で
す
。 

*2 

各
年
度
の
記
録
に
お
け
る
項 

 

目
の
先
頭
に
記
し
た
○
印
は
、 

 

「
大
学
法
人
お
よ
び
校
友
会
本 

部
の
動
き
」
を
、
●
印
は
、「
埼 

玉
県
東
部
支
部
の
活
動
記
録
」 

を
そ
れ
ぞ
れ
記
載
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
◎
印
は
、「
埼
玉
県
東
西 

両
支
部
の
活
動
記
録
」
を
注
記 

し
、
ま
た
、
◇
印
は
そ
の
他
の 

活
動
記
録
を
追
加
記
載
し
て
い 

 

ま
す
。 

 

（
3
・
12
） 

●
支
部
「
女
性
校
友
の
集
い
」
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催 

（
3
・
19
） 

●
平
成
18
年
度
東
部
支
部
総
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催 

（
5
・
27
） 

 

＊
平
成
19
年
度
よ
り
東
部
支
部
代
議
員
が
1
名
増
員
（
定
員
6
名
） 

 
 

中
里
繁
夫
氏
（
昭
和
50
年
土
木
卒
業
）
を
選
任
・
承
認 

2
0

0
7

（
平
成
19
）
年
（
創
立
四
年
） 

〇
学
際
・
融
合
科
学
研
究
科
を
設
置
（4

月
） 

〇
校
友
会
13
期
の
支
部
代
議
員
：
古
田 

寅
雄
氏
（
昭
和
35
年
経
済
）
、

池
田
正
男
氏
（
昭
和
35
年
法
律
）
、
朝
川 

仁
氏
（
昭
和
36
年
院
修

社
会
）
、
森
若
修
治
氏
（
昭
和
40
年
経
済
）
、
清
宮 

邦
雄
氏
（
昭

和
41
年
国
文
）
、
中
里 

繁
夫
氏
（
昭
和
50
年
土
木
）
の
6
名
が
就

任 

●
支
部
新
年
交
歓
会
を
白
山
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で
開
催
（
1
・
21
） 

 

＊
第
1
部 

白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー 

 

＊
第
2
部 

山
元
清
則
氏
（
昭
和
44
年
法
律
卒
業
・
大
学
理
事
）
に

よ
る
講
演
会
（
演
題
「
世
界
経
済
の
動
向
と
美
術
品
投
資
と
の
関

連
に
つ
い
て
」
） 

 

＊
第
3
部 

新
年
交
歓
会 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
3
号
発
行
（
5
・
1
） 

〇
菅
沼 

晃
氏
第
41
代
校
友
会
長
に
就
任
（
5
月
） 

●
平
成
19
年
度
東
部
支
部
総
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催 

（
6
・
3
） 

 

＊
木
村
太
郎
氏
（
昭
和
36
年
法
律
卒
業
・
衆
議
院
議
員
）
に
よ
る
講

演
会
（
演
題
「
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
、
国
づ
く
り
」
）
を

併
催 

 

＊
支
部
規
約
を
全
面
的
に
改
正
・
承
認 

●
支
部
「
東
・
南
地
区
校
友
の
集
い
」
を
浦
和
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で

開
催
（
12
・
9
） 

＊
星
月 

み
さ
（
徳
間
ジ
ャ
パ
ン
）
歌
謡
シ
ョ
ー
併
催 

2
0

0
8

（
平
成
20
）
年
（
創
立
五
年
） 

〇
文
学
部
教
育
学
科
に
人
間
発
達
専
攻
、
初
等
教
育
専
攻
を
設
置 

（
4
月
） 

〇
井
上
円
了
生
誕
一
五
〇
周
年 

●
支
部
「
中
・
北
地
区
校
友
の
集
い
」
を
鴻
巣
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
催

（
3
・
9
） 

●
支
部
「
女
性
校
友
の
集
い
」
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催 

（
3
・
30
） 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
4
号
発
行
（
5
・
1
） 

●
平
成
20
年
度
東
部
支
部
総
会
を
朝
霞
校
舎
で
開
催
（
6
・
8
） 

 

＊
小
桺
惠
子
氏
（
昭
和
43
年
応
社
卒
業
）
に
よ
る
講
演
会
（
演
題
「
ピ

ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
―
非
行
少
年
と
い
わ
れ
る
子
ら
と
二
〇
年
」
）

を
併
催 

 

＊
古
田
寅
雄
氏
（
昭
和
35
年
経
済
卒
業
）
の
副
支
部
長
・
代
議
員
辞

任
に
伴
い
、
清
水
守
氏
（
昭
和
41
年
法
律
卒
業
）
を
後
任
と
し
て

副
支
部
長
・
代
議
員
に
選
任
・
承
認 

●
支
部
忘
年
会
をJA

C
K

大
宮
“
霧
笛
屋
”
で
開
催
（
12
・
20
） 

2
0

0
9

（
平
成
21
）
年
（
創
立
六
年
） 

○
国
際
地
域
学
部
を
白
山
第
2
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
、
工
学
部
を
理

工
学
部
に
再
編
、
総
合
情
報
学
部
を
新
設
、
生
命
科
学
部
を
3
学 

 

 

こ
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」《
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
電
子
版
》
は
、
校
友
会
埼
玉

県
東
部
支
部
の
最
新
の
活
動
状
況
、

企
画
案
内
、
会
員
の
動
向
な
ど
の
情

報
を
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
年
数
回
、

不
定
期
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。 

 

速
報
内
容
は
、
支
部
役
員
お
よ
び

会
員
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
情
報
を

写
真
と
と
も
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
版
は
、
画
像
電

子
版
と
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
東
洋
大
学
校
友
会
HP
の
支
部
ブ

ロ
グ
に
も
掲
載
す
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
。
支
部
のE

-M
ail

登
録

会
員
の
皆
様
に
も
配
信
し
ま
す
。
奮

っ
て
お
読
み
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

  
 

 

支
部
広
報
担
当
（
副
支
部
長
） 

黒
井 
登
起
雄 

創
立
二
〇
年
の
歩
み 作

成
：
副
支
部
長 

黒
井
登
起
雄 

 2
0

0
4

（
平
成
16
）
年
（
分
割
・
創
立
） 

〇
専
門
職
大
学
院
法
科
研
究
科
（
法
科
大
学
院
）
を
設
置
（
4
月
） 

〇
校
友
会
12
期
の
支
部
代
議
員
（
埼
玉
県
支
部
東
部
地
域
選
出
者
）：

古
田 

寅
雄
氏
（
昭
和
35
年
経
済
）、
池
田 

正
男
氏
（
昭
和
35
年
法

律
）
、
朝
川 

仁
氏
（
昭
和
36
年
院
修
社
会
）
、
森
若 

修
治
氏
（
昭

和
40
年
経
済
）
、
清
宮 

邦
雄
氏
（
昭
和
41
年
国
文
）
の
5
名
が
就

任
〈
他
に
西
部
地
域
選
出
者
4
名
就
任 

◎
埼
玉
県
支
部
総
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
。
埼
玉
県
支
部

の
解
散
、
東
西
二
支
部
の
分
割
設
立
を
議
決
（
5
・
23
） 

●
埼
玉
県
東
部
支
部
設
立
総
会
（
5
・
23
） 

 

＊
東
部
支
部
規
約
の
制
定 

 

＊
東
部
支
部
初
代
支
部
長
に
朝
川
仁
氏
（
昭
和
36
年
院
修
社
会
修

了
）
就
任 

◇
埼
玉
県
西
部
支
部
設
立
総
会
（
5
・
23
） 

 

＊
西
部
支
部
規
約
の
制
定 

 

＊
西
部
支
部
初
代
支
部
長
に
西
村
春
樹
氏
（
昭
和
38
年
応
社
卒
業
）

就
任 

〇
菅
沼 

晃
氏
第
40
代
校
友
会
長
に
就
任
（
5
月
） 

●
東
部
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
創
刊
号
発
行
（
7
・
17
） 

◇
西
部
支
部
会
報
「
埼
玉
県
西
部
支
部
だ
よ
り
」
創
刊
号
発
行 

（
8
・
1
） 

◇
レ
デ
ィ
ス
部
会
「
校
友
の
集
い
」
の
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
開
催

（
11
・
6
） 

2
0

0
5

（
平
成
17
）
年
（
創
立
二
年
） 

●
支
部
「
南
地
区
校
友
の
集
い
」
を
浦
和
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で
開
催

（
3
・
6
） 

●
支
部
「
東
地
区
校
友
の
集
い
」
を
春
日
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

（
3
・
13
） 

●
支
部
「
女
性
校
友
の
集
い
」
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催 

（
3
・
19
） 

●
支
部
「
北
地
区
校
友
の
集
い
」
を
上
尾
マ
ル
マ
ン
ホ
テ
ル
で
開
催

（
3
・
27
） 

●
平
成
17
年
度
東
部
支
部
総
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催 

（
6
・
5
） 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
2
号
発
行
（
10
・
17
） 

2
0

0
6

（
平
成
18
）
年
（
創
立
三
年
） 

〇
白
山
第
2
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
、
専
門
職
大
学
院
を
移
転 

（
4
月
） 

●
支
部
賀
詞
交
歓
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
（
1
・
15
） 

●
支
部
「
南
地
区
校
友
の
集
い
」
を
浦
和
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で
開
催

（
2
・
5
） 

●
支
部
「
北
地
区
校
友
の
集
い
」
を
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
深
谷
で
開
催

（
2
・
19
） 

 

＊
高
橋
昭
雄
氏
（
硬
式
野
球
部
監
督
）
の
講
演
会
を
併
催 

●
支
部
「
東
地
区
校
友
の
集
い
」
を
草
加
市
文
化
会
館
で
開
催 

（
2
・
26
） 

●
支
部
「
中
地
区
校
友
の
集
い
」
を
東
武
ア
リ
コ
で
開
催 

 

「校友会埼玉県東部支部 創立 20年の歩み」の記載は、

内容の一部に校友会本部の活動記録（代議員会、支部

長会議など）も含めています。これらの記録は、各年

度の代議員会資料、支部長会資料から引用しています 

 
埼玉県東部支部創立と初代支部長（故朝川 仁氏） 
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科
体
制
に
改
編
（
4
月
） 

●
支
部
「
女
性
校
友
の
集
い
」
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催 

（
4
・
19
） 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
5
号
発
行
（
5
・
1
） 

●
平
成
21
年
度
東
部
支
部
総
会
を
朝
霞
校
舎
で
開
催
（
5
・
31
） 

 

＊
三
遊
亭
き
ん
歌
師
匠
（
平
成
8
年
経
営
卒
業
）
に
よ
る
落
語
公

演
会
併
催 

 

＊
支
部
規
約
の
一
部
改
正
・
承
認
（
第
7
条
「
顧
問
」
を
「
顧
問

お
よ
び
相
談
役
」
に
改
正
） 

 

＊
澤
田
信
三
、
古
田
寅
雄
の
両
氏
を
顧
問
に
推
薦
・
承
認 

 

＊
平
成
22
年
度
よ
り
東
部
支
部
代
議
員
が
1
名
増
員
（
定
員
7 

名
）
に
伴
い
、
堀
越
利
雄
氏
（
昭
和
47
年
国
文
卒
業
）
を
代
議 

員
に
選
任
・
承
認 

 

＊
第
3
部 

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
（
白
山
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
） 

○
創
立
百
十
五
周
年
（
9
月
） 

◎
埼
玉
県
支
部
創
立
八
〇
周
年
／
東
・
西
支
部
発
足
五
周
年
記
念
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
埼
玉
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
（
11
・
9
） 

◎
埼
玉
県
支
部
創
立
八
〇
周
年
／
東
・
西
支
部
発
足
五
周
年
記
念
式

典
・
記
念
講
演
会
・
祝
賀
会
を
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催 

（
11
・
14
） 

 

＊
第
1
部 

記
念
式
典
（
6
号
館
） 

 

＊
第
2
部 

記
念
講
演
（
6
号
館
） 

講
師
：
竹
村
牧
男
文
学
部
教
授
（
東
洋
大
学
学
長
）
、 

題
目
“
共
生
社
会
（
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
）
に
つ
い
て
” 

 

＊
第
3
部 

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
（
白
山
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
） 

2
0

1
0

（
平
成
22
）
年
（
創
立
七
年
） 

○
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
7
号
館
、
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
5
号
館
完
成 

○
校
友
会
14
期
の
支
部
代
議
員
：
清
水 

守
氏
（
昭
和
41
年
法
律
）
、

池
田 

正
男
氏
（
昭
和
35
年
法
律
）
、
朝
川 

仁
氏
（
昭
和
36
年
院

修
社
会
）
、
森
若 

修
治
氏
（
昭
和
40
年
経
済
）
、
清
宮 

邦
雄
氏

（
昭
和
41
年
国
文
）
、
中
里 

繁
夫
氏
（
昭
和
50
年
土
木
）
、
堀
越 

利
雄
氏
（
昭
和
47
年
国
文
）
の
7
名
が
就
任 

〇
福
島 

良
一
氏
第
42
代
校
友
会
長
に
就
任
（
5
月
） 

○
東
部
支
部
代
議
員
／
堀
越
利
雄
氏
か
ら
黒
井
登
起
雄
氏
（
昭
和
46

年
院
修
土
木
修
了
）
に
交
替 

●
平
成
22
年
度
東
部
支
部
総
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催 

（
6
・
20
） 

 

＊
清
宮
邦
雄
（
昭
和
41
年
国
文
卒
業
）
を
第
二
代
支
部
長
に
選
任
・

承
認 

 

＊
前
支
部
長
の
朝
川
仁
氏
（
昭
和
36
年
院
修
社
会
修
了
）
を
相
談

役
に
選
任
・
承
認 

 

＊
富
永
悦
子
氏
（
昭
和
45
年
国
文
卒
業
）
）
に
よ
る
“
歌
と
講
談
・

朗
読
の
嫩
子
（
ふ
た
ば
こ
” 

を
聴
く
会
を
併
催 

●
埼
玉
県
東
部
支
部
の
支
部
ブ
ロ
グ
（
東
洋
大
学
校
友
会
Ｈ
Ｐ
）
を

開
設
（
担
当
：
黒
井
登
起
雄
理
事
） 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
6
号
発
行
（
10
・
20
） 

●
支
部
第
1
回
親
睦
・
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
岡
部
チ

サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
（
10
・
27
） 

●
支
部
「
女
性
校
友
の
集
い
」
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催 

（
11
・
21
） 

 

2
0

1
3

（
平
成
25
）
年
（
創
立
一
〇
年
） 

●
支
部
「
女
性
校
友
の
集
い
」
（
第
8
回
）
江
戸
東
京
博
物
館
見
学

と
桜
茶
尞
に
お
け
る
昼
食
会
を
開
催
（
3
・
10
） 

〇
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
食
環
境
科
学
部
を
設
置
（
4
月
） 

〇
国
際
地
域
学
部
・
法
科
大
学
院
が
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転 

（
4
月
） 

〇
文
学
部
に
東
洋
思
想
文
化
学
科
を
設
置
（
4
月
） 

〇
羽
島 

知
之
氏
第
44
代
校
友
会
長
に
就
任
（
5
月
） 

〇
校
友
会
15
期
の
支
部
代
議
員
：
清
水 

守
氏
（
昭
和
41
年
法
律
）
、

池
田 

正
男
氏
（
昭
和
35
年
法
律
）
、
朝
川 

仁
氏
（
昭
和
36
年
院

修
社
会
）
、
森
若 

修
治
氏
（
昭
和
40
年
経
済
）
、
清
宮 

邦
雄
氏

（
昭
和
41
年
国
文
）
、
中
里 

繁
夫
氏
（
昭
和
50
年
土
木
）
、
黒
井

登
起
雄
氏
（
昭
和
46
年
院
修
土
木
）
、
橋
北 

克
子
氏
（
昭
和
55
年

商
学
）
の
8
名
が
就
任 

○
代
議
員
会
で
中
里
繁
夫
氏
（
昭
和
50
年
土
木
卒
業
）
が
本
部
常
任

委
員
に
、
渡
部
俊
彦
氏
（
昭
和
40
年
経
営
卒
業
）
が
本
部
監
事
に

選
任 

●
平
成
25
年
度
東
部
支
部
総
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催 

（
6
・
9
） 

 

＊
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
：
8
名
の
地
方
議
会
議
員
に
よ
る

「
あ
な
た
の
街
は
、
理
想
の
“
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
”
で
す
か
」
を

併
催 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
9
号
発
行
（
8
・
1
） 

● 

C
ブ
ロ
ッ
ク
親
睦
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
武
蔵 

O
G

M

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
鳩
山
町
）
で
開
催
（
10
・
16
） 

2
0

1
4

（
平
成
26
）
年
（
創
立
十
一
年
） 

〇
工
学
研
究
科
を
再
編
し
、
理
工
学
研
究
科
を
設
置
（
4
月
） 

〇
東
洋
大
学
附
属
姫
路
中
学
校
を
設
置
（
4
月
） 

●
支
部
「
女
性
校
友
の
集
い
」
（
第
9
回
）
大
宮
盆
栽
美
術
館
見
学

と
ラ
ン
チ
を
楽
し
む
会
を
開
催
（
3
・
2
） 

●
平
成
26
年
度
東
部
支
部
総
会
・
創
立
10
周
年
記
念
校
友
の
集
い
を 

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
（
6
・
8
） 

＊
第
1
部 

総
会 

 
 
 
 
 

 

＊
第
2
部 

今
井
杏
羽
子
（
昭
和
44
年
国
文
卒
業
）
に
よ
る
歌
謡 

シ
ョ
ー 

＊
第
3
部 

懇
親
会 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
10
号
発
行
（
10
・
20
） 

〇
校
友
会
創
立
百
二
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催
（
9
月
） 

〇
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
生
支
援
」
採
択 

（
9
月
） 

●
支
部
第
5
回
親
睦
・
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
武
蔵 

O
G

M

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
鳩
山
町
）
で
開
催
（
10
・
27
） 

●
支
部
「
女
性
校
友
の
集
い
」
（
第
10
回
）
鉄
道
博
物
館
見
学
と
ラ

ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
（
12
・
7
） 

2
0

1
5

（
平
成
27
）
年
（
創
立
十
二
年
） 

○
東
洋
大
学
附
属
牛
久
中
学
校
を
設
置
（
4
月
） 

〇
東
洋
大
学
京
北
中
学
高
等
学
校
に
名
称
変
更
（
4
月
） 

○
支
部
長
会
で
森
若 

修
治
氏
（
昭
和
40
年
経
済
）
が
本
部
常
任
委
員

に
選
任 

●
平
成
27

年
度
東
部
支
部
総
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催 

（
6

・
21

） 

2
0

1
1

（
平
成
23
）
年
（
創
立
八
年
） 

〇
学
校
法
人
京
北
学
園
と
法
人
合
併
（4

月
） 

〇
大
学
院
国
際
地
域
学
研
究
科
国
際
観
光
学
専
攻
の
博
士
後
期
課
程
、

学
際
・
融
合
科
学
研
究
科
バ
イ
オ
・
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
融
合
専
攻
博

士
前
期
課
程
を
設
置
（
4
月
） 

〇
東
洋
大
学
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
完
成
（
4
月
） 

〇
学
校
法
人
京
北
学
園
と
法
人
合
併
し
、
京
北
中
学
校
、
京
北
高
等
学

校
、
京
北
学
園
白
山
高
等
学
校
、
京
北
幼
稚
園
を
併
設
校
に 

●
支
部
「
東
・
南
地
区
合
同
の
校
友
の
集
い
」
を
浦
和
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ

テ
ル
で
開
催
（
2
・
27
） 

●
支
部
「
中
・
北
地
区
合
同
の
校
友
の
集
い
」
を
鴻
巣
レ
ス
ト
ラ
ン
蔵

王
で
開
催
（
3
・
13
） 

●
平
成
23
年
度
東
部
支
部
総
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
（
6
・

12
） 

 

＊
才
門
辰
史
氏
（
平
成
21
年
社
会
福
祉
卒
業
）
に
よ
る
講
演
会
（
演

題
「
私
の
セ
カ
ン
ド
チ
ャ
ン
ス
」
を
併
催
） 

○
中
里
繁
夫
氏
（
昭
和
50
年
土
木
卒
業
）
が
本
部
常
任
委
員
会
で
常
任

委
員
に
選
任
（
9
・
15
） 

●
支
部
第
2
回
親
睦
・
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
埼
玉
国 

際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
（
10
・
27
） 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
7
号
発
行
（
10
・
20
） 

●
支
部
見
学
会
「
熊
谷
・
妻
沼
聖
天
堂
大
修
復
の
一
般
公
開
の
彫
刻
群
」

を
開
催
（
10
・
1
） 

●
支
部
見
学
会
「
旧
日
本
煉
瓦
専
用
線
遊
歩
道
の
散
策
と
煉
瓦
史
料

室
」
を
開
催
（
11
・
13
） 

●
支
部
「
女
性
校
友
の
集
い
」
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
（
11
・

21
） 

2
0

1
2

（
平
成
24
）
年
（
創
立
九
年
） 

●
支
部
見
学
会
「
首
都
圏
外
郭
放
水
路
」
を
開
催
（
1
・
27
） 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
8
号
発
行
（
5
・
1
） 

〇
羽
島 
知
之
氏
第
43
代
校
友
会
長
に
就
任
（
5
月
） 

●
平
成
24
年
度
東
部
支
部
総
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催 

（
6
・
10
） 

 

＊
平
成
25
年
度
よ
り
東
部
支
部
代
議
員
が
1
名
増
員
（
定
員
8
名
）

に
伴
い
、
橋
北
克
子
氏
（
昭
和
55
年
商
学
卒
業
）
を
代
議
員
に
選

任
・
承
認 

 

＊
講
談
師 

嫩
子
師
匠
（
ふ
た
ば
こ
、
本
名
富
永
悦
子
（
昭
和
45
年

国
文
卒
業
）
）
に
よ
る
講
談
（K

O
-D

A
N

）
“
伝
説
の
美
剣
士
・

大
川
橋
蔵
”
を
聞
く
会
を
併
催 

○
清
宮
邦
雄
（
昭
和
41
年
国
文
卒
業
、
支
部
長
）
と
清
水
守
（
昭
和
41

年
法
律
卒
業
）
の
両
氏
が
“
オ
ー
ル
東
洋
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ク
ラ
ブ
『
功

労
賞
』
”
を
受
賞
（
10
・
16
） 

●
支
部
第
3
回
親
睦
・
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
武
蔵 

O
G

M

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
鳩
山
町
）
で
開
催
（
10
・
22
） 

○
百
二
十
五
周
年
記
念
館
（
8
号
館
）
完
成
（
11
月
） 

〇
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
挙
行
（
11
月
） 

◇
工
学
部
土
木
工
学
科
開
設
「
50
周
年
記
念
大
会
」
を
大
宮
サ
ン
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
（
大
宮
駅
東
口
）
で
開
催
（
11
・
25
） 
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＊
校
友
会
第
16
期
の
支
部
代
議
員
と
し
て
第
15
期
の
8
名
の
推

薦
を
承
認 

＊
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
津
軽
三
味
線
の
演
奏
」
（
演
者
：
安
藤
龍

正
・
北
村
真
央
）
を
併
設
〈
佐
久
間
義
範
氏
（
昭
和
43
年
法
律
）

に
よ
る
推
薦
企
画
〉 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
11
号
発
行
（
8
・
1
） 

●
支
部
第
6
回
親
睦
・
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
岡
部
チ 

サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
深
谷
市
）
で
開
催
（
10
・
26
） 

2
0

1
6

（
平
成
28
）
年
《
創
立
十
三
年
》 

●
支
部
「
女
性
校
友
の
集
い
」
（
第
11
回
）
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）
を
開
催
（
2
・
7
） 

〇
総
合
情
報
学
研
究
科
、
食
環
境
科
学
研
究
科
を
設
置
（
4
月
） 

〇
羽
島 

知
之
氏
第
45
代
校
友
会
長
に
就
任
（
5
月
） 

〇
支
部
長
会
で
森
若 

修
治
氏
（
昭
和
40
年
経
済
）
が
本
部
常
任
委
員

に
、
渡
部
俊
彦
氏
（
昭
和
40
年
経
営
）
が
本
部
監
事
に
選
任 

〇
校
友
会
16
期
の
支
部
代
議
員
：
清
水 
守
氏
（
昭
和
41
年
法
律
）
、

池
田 

正
男
氏
（
昭
和
35
年
法
律
）
、
朝
川 
仁
氏
（
昭
和
36
年
院
修

社
会
）
、
森
若 

修
治
氏
（
昭
和
40
年
経
済
）
、
清
宮 

邦
雄
氏
（
昭

和
41
年
国
文
）
、
中
里 

繁
夫
氏
（
昭
和
50
年
土
木
）
、
黒
井
登
起

雄
氏
（
昭
和
46
年
院
修
土
木
）
、
橋
北 

克
子
氏
（
昭
和
55
年
商
学
）

の
8
名
が
就
任 

●
平
成
28
年
度
東
部
支
部
総
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催 

（
5
・
12
） 

＊
講
演
会
：
佐
藤 

尚
氏
（
昭
和
51
年
経
済
、
陸
上
競
技
部
男
子
長

距
離
部
門
コ
ー
チ
）
「
箱
根
駅
伝
に
つ
い
て
」
を
併
催 

●
支
部
第
1
回
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
大
宮
店
で 

開
催
（
7
・
10
） 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
12
号
発
行
（
8
・
1
） 

●
支
部
第
7
回
親
睦
・
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
岡
部
チ 

サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
深
谷
市
）
で
開
催
、
校
友
の
新
井 

規 

矩
雄
プ
ロ
（
昭
和
41
年
法
律
）
特
別
参
加
（
10
・
26
） 

●
支
部
「
女
性
校
友
の
集
い
」（
第
12
回
）
造
幣
さ
い
た
ま
博
物
館
（
さ

い
た
ま
新
都
心
）
見
学
と
昼
食
会
を
開
催
（
11
・
27
） 

2
0

1
7

（
平
成
29
）
年
《
創
立
十
四
年
》 

〇
赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
都
北
区
）
を
開
設
し
、
情
報
連
携
学
部
、

大
学
院
情
報
連
携
学
研
究
科
を
設
置
（
4
月
） 

〇
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
国
際
学
部
、
国
際
観
光
学
部
、
文
学
部
国
際
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
を
設
置
（
4
月
） 

●
平
成
29
年
度
東
部
支
部
総
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
（
6
・

18
） 

＊
中
里 

繁
夫
（
昭
和
50
年
土
木
）
を
第
三
代
支
部
長
に
選
任
・
承 

認 

＊
前
支
部
長
の
清
宮
邦
雄
氏
（
昭
和
41
年
国
文
）
を
相
談
役
に
選

任
・
承
認 

＊
黒
崎
正
博
氏
（
昭
和
40
年
経
営
）
「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」
公
演

を
併
催 

●
支
部
第
8
回
親
睦
・
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
岡
部
サ 

ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
深
谷
市
）
で
開
催
（
10
・
26
） 

●
支
部
「
女
性
校
友
の
集
い
」
（ 

第
13 

回
）
埼
玉
県
立
近
代
美
術 

 

館
と
ラ
ン
チ
の
集
い
を
開
催
（
10
・
1 

） 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
13
号
発
行
（
10
・
1
） 

 

2
0

1
8

（
平
成
30
）
年
《
創
立
十
五
年
》 

〇
本
部
常
任
委
員
を
森
若
修
治
氏
（
昭
和
40
年
経
済
）
か
ら
高
田 

茂

氏
（
昭
和
47
年
法
律
）
に
交
替
（
代
議
員
も
交
替
） 

○
国
際
学
研
究
科
、
国
際
観
光
学
研
究
科
、
社
会
福
祉
学
研
究
科
、
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
科
を
設
置
（
4
月
） 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
14
号
発
行
（
5
・
1
） 

●
平
成
30
年
度
東
部
支
部
総
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催 

（
6
・
1
） 

 

＊
落
語
家 

三
遊
亭
園
福
師
匠
、
本
名
大
塚 

信
（
平
成
6
年
哲
学
卒

業
）
）
に
よ
る
落
語
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
併
設 

○
本
部
常
任
委
員
を
高
田 

茂
氏
（
昭
和
47
年
法
律
）
か
ら
廣
田 

剛
氏

（
昭
和
60
年
法
律
）
に
交
替
（
代
議
員
も
交
替
） 

●
支
部
第
9
回
親
睦
・
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
岡
部
チ 

サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
深
谷
市
）
で
開
催
（
10
・
22
） 

●
支
部
「
女
性
校
友
の
集
い
」
（ 

第
14
回
）
人
形
の
町
岩
槻
散
策
と

ラ
ン
チ
の
集
い
を
開
催
（
10
・
14
） 

2
0

1
9

（
平
成
31
・
令
和
元
） 

年
《
創
立
十
六
年
》 

○
総
合
情
報
学
研
究
科
、
食
環
境
科
学
研
究
科
を
設
置
（
4
月
） 

〇
神
田 

雄
一
氏
第
46
代
校
友
会
長
に
就
任
（
5
月
） 

〇
校
友
会
17
期
の
支
部
代
議
員
：
柴
崎 

重
雄
氏
（
昭
和
49
年
商
学
）
、

佐
久
間 

義
範
氏
（
昭
和
43
年
法
律
）
、
根
立 

浩
司
氏
（
昭
和
43
年

経
済
）
、
広
田 

剛
氏
（
昭
和
60
年
法
律
）
、
中
山 

貴
史
氏
（
平
成

元
年
応
社
）
、
中
里 

繁
夫
氏
（
昭
和
50
年
土
木
）
、
黒
井
登
起
雄

氏
（
昭
和
46
年
院
修
土
木
）
、
橋
北
克
子
氏
（
昭
和
55
年
商
学
）
の

8
名
が
就
任 

●
令
和
元
年
度
東
部
支
部
総
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催 

（
6
・
23
） 

＊
常
磐
津
八
重
太
夫
師
匠
「
浄
瑠
璃
・
三
味
線
弾
き
語
り
」
〈
関
口 

津
氏
（
昭
和
48
年
社
会
）
に
よ
る
推
薦
企
画
〉
を
併
催 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
15
号
発
行
（
5
・
1
） 

●
支
部
第
10
回
親
睦
・
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
岡
部
チ 

サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
深
谷
市
）
で
開
催
（
10
・
23
） 

●
支
部
「
女
性
校
友
の
集
い
」
（
第
15
回
）
行
田
市
足
袋
蔵
さ
ん
ぽ
と

ラ
ン
チ
の
集
い
を
開
催
（
10
・
6
） 

●
支
部
初
代
支
部
長
朝
川 

仁
氏
ご
逝
去
（
11
・
28
） 

2
0

2
0

（
令
和
2
）
年
《
創
立
十
七
年
》 

〇
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
国
際
学
部
、
国
際
観
光
学
部
、
文
学
部
国
際
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
を
設
置
（
4
月
） 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
16
号
発
行
（
5
・
1
） 

●
令
和
2
年
度
東
部
支
部
総
会
を
大
宮
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
（JA

C
K

 

大
宮
）
宇
宙
劇
場
5
階
集
会
室
で
開
催
（
7
・
11
）
：
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
簡
略
化
（
出
席
者
15
名
） 

●
支
部
第
11
回
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
、
支
部
「
女
性
校
友

の
集
い
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
に
中
止 

〇
東
洋
大
学
校
友
会
：
臨
時
支
部
長
会
（
メ
ー
ル
審
議
・
書
面
議
決
）

で
10
月
1
日
の
一
般
社
団
法
人
設
立
を
承
認
（
9
・
5
） 

●
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
（ 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子
版
）
の
創
刊
号
、

第
2
号
を
編
集
・
発
刊
し
、
校
友
会
HP
の
支
部
ブ
ロ
グ
に
掲
載 

（
9
・
14
） 
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●
支
部
「
女
性
校
友
の
集
い
」
（
第
17
回
）
国
指
定
史
跡
「
黒
浜
貝
塚
」 

の
見
学
を
開
催
（
11
・
6
） 

2
0

2
3

（
令
和
5
）
年
《
創
立
二
〇
年
》 

● 

「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子
版
）
第
17
号
「
埼 

玉
県
東
部
支
部 

創
立
二
〇
年
の
歩
み
」
を
発
行
、
掲
載
（
5
・
19
） 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
19
号
発
行
（
5
・
1
） 

〇
令
和
5
（2

0
2
3

）
年
（
一
社
）
校
友
会
代
議
員
会
（
主
会
場
：
甫
水

会
館
特
別
会
議
室
、W

E
B

会
議
方
式
に
よ
る
、
5
・
20
） 

◎
令
和
5
（20

2
3

）
年
度
埼
玉
県
東
部
支
部
総
会
お
よ
び
埼
玉
県
東
西

両
支
部
に
よ
る
「
支
部
創
立
20
周
年
祝
賀
会
・
懇
親
会
」
を
東
洋
大

学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
（
2
号
館
16
階
）
で
合
同
開

催
（
7
・
1
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
降
つ
づ
く
） 

2
0

2
1

（
令
和
3
）
年
《
創
立
十
八
年
》 

○
赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
棟
（W

E
L

L
B

 H
U

B
-2

）
完
成 

〇
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
科
が
赤
羽
台

キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
（
4
月
） 

〇
社
会
学
部
に
国
際
社
会
学
科
を
開
設
（
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
） 

〇
本
部
理
事
の
代
議
員
に
よ
る
追
加
選
任
（
各
ブ
ロ
ッ
ク
選
出
9
名
） 

 

埼
玉
県
東
部
支
部
選
出
の
伊
藤
祐
二
氏
（
昭
和
51
年
経
法
）
が
本

部
理
事
に
（
補
欠
）
選
任
（
5
・
22
代
議
員
会
） 

●
令
和
3
年
度
東
部
支
部
総
会
（
校
友
の
集
い
）
を
大
宮
情
報
文
化

セ
ン
タ
ー
（
宇
宙
劇
場
）
5
階
第
一
集
会
室
に
お
い
て
支
部
役
員

の
み
で
縮
小
開
催
（
7
・
17
） 

 

第
1
部
総
会
だ
け
で
、
第
2
部
公
演
と
第
3
部
懇
親
会
は
中
止
。 

●
支
部
第
11
回
親
睦
・
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
岡
部
チ

サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
深
谷
市
）
で
開
催
（
10
・
25
） 

●
支
部
「
女
性
校
友
の
集
い
」
（
第
16
回
）
澁
澤
榮
一
の
原
点
～
深

谷
を
め
ぐ
っ
て
～
を
開
催
（
11
・
14
） 

●
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子
版
）
の
第
7
号
か

ら
第
15
号
ま
で
を
発
行
（
21
・
8
・
3
～
22
・
3
・
11
） 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
17
号
発
行
（
5
・
1
） 

〇
代
議
員
選
挙
の
告
示
（2

0
2
1

.1
1

）
。
埼
玉
県
東
部
支
部
の
確
定
代

議
員
数
15
名
。
支
部
選
出
代
議
員
（
立
候
補
者
）
が
15
名
と
な
り
、

無
投
票
で
新
代
議
員
が
確
定
（
22
・
2
・
17
）
。 

 
 

（
一
社
）
校
友
会
第
１
期
（
通
算
18
期
）
の
当
支
部
選
出
の
確

定
代
議
員
（
任
期
3
年
）
は
、
渡
部
俊
彦
氏
（
昭
和
40
年
経
営
）
、

緑
川
輝
彦
氏
（
昭
和
42
年
経
済
）
、
佐
久
間
義
範
氏
（
昭
和
43
年

法
律
）
、
根
立
浩
司
氏
（
昭
和
43
年
経
済
）
、
黒
井
登
起
雄
（
昭

和
46
年
院
修
土
木
）
、
関
口
津
（
昭
和
48
年
社
会
）
、
小
菅
喜
美

子
氏
（
昭
和
49
年
社
会
）
、
柴
崎
重
雄
氏
（
昭
和
49
年
商
学
）
、

沼
口
伊
一
氏
（
昭
和
49
年
経
営
法
）
、
青
木
章
次
氏
（
昭
和
50
年

経
営
）
、
中
里
繁
夫
氏
（
昭
和
50
年
土
木
）
、
伊
藤
祐
二
氏
（
昭

和
51
年
経
営
法
）
、
橋
北
克
子
氏
（
昭
和
55
年
商
学
）
、
中
山
貴

史
氏
（
平
成
元
年
応
用
社
会
）
、
金
沢
篤
史
氏
（
平
成
24
年
法
学
）

の
15
名
が
就
任 

2
0

2
2

（
令
和
4
）
年
《
創
立
十
九
年
》 

●
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
18
号
発
行
（
5
・
1
） 

○
校
友
会
本
部
理
事
の
選
任
（
代
議
員
会
に
お
け
る
投
票
で
） 

 

無
投
票
当
選
の
会
長
候
補
者
・
副
会
長
候
補
者
と
、
全
国
各
ブ
ロ

ッ
ク
選
出
の
理
事
（
24
名
）
を
代
議
員
の
投
票
で
選
任
（
5
・
21
） 

〇
神
田 

雄
一
氏
第
47
代
校
友
会
長
に
就
任
（
5
・
21
） 

 

埼
玉
県
東
部
支
部
選
出
の
伊
藤
祐
二
氏
（
昭
和
51
年
経
法
）
が
本

部
理
事
に
選
任
（
任
期
2
年
） 

〇
校
友
会
本
部
監
事
の
選
任
（
定
員
3
名
、
立
候
補
者
4
名
に
対
す

る
代
議
員
の
投
票
に
よ
る
選
挙
を
実
施
、
5
・
21
代
議
員
会
） 

 

埼
玉
県
東
部
支
部
中
里
繁
夫
氏
（
昭
和
50
年
土
木
）
ほ
か
2
名
が

当
選
し
、
本
部
監
事
に
選
任
（
任
期
2
年
） 

●
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子
版
）
の
第
16
号 

（
寄
稿
）
を
発
行
・
支
部
ブ
ロ
グ
掲
載
（
5
・
26
） 

●
令
和
4
年
度
東
部
支
部
総
会
（
校
友
の
集
い
）
をJA

C
K

大
宮
・
東 

天
紅JA

C
K

大
宮
店
に
お
い
て
懇
親
会
有
り
で
開
催
（
6
・
26
） 

●
支
部
第
12
回
親
睦
・
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
岡
部
チ

サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
深
谷
市
）
で
開
催
（
10
・
24
） 

 
                          第 2代支部長 清宮 邦雄氏 

（昭和 41 年国文） 

 
第 3 代支部長 中里 繁夫氏      令和 4（2022）年親睦チャリティーゴルフ大会 
（昭和 50 年土木）           2022年 10月 24 日 

                      

 

埼玉県東部支部の会報「彩の国さいた
ま」第 10 号の表紙（2014 年 5月発行） 
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  平成 22（2010）年度中北地区校友の集い（平成 23 年 3月 13 日） 第 2回親睦・交流チャリティーゴルフ大会（9月 26 日） 

 

 平成 29 年度支部総会（パレスホテル大宮、6月 18日）     平成 30 年度支部校友の集い（パレスホテル大宮、6月 10日） 

 
 平成 30 年支部女性の集い／重陽の節句めぐり（10月 14 日）  令和 4年度第 12回親睦チャリティーゴルフ大会（10 月 24 日） 

 

支部会報「彩の国さいたま」創刊号＆第 2号（表紙） メールアドレス収集キャンペーン 支部ブログの開設と原稿募集 
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令和 4（2022）年度埼玉県東部支部校友の集い（総会）（その 1）、東天紅 JACK大宮店、6月 26 日 

 

令和 4（2022）年度埼玉県東部支部校友の集い（総会）（その 2）、東天紅 JACK大宮店、6月 26 日 

以上の支部関連の写真は、支部会報や支部ブログに使用した写真などから選び出して編集加工

したものです。平成 16（2004）から令和 4（2022）年までの写真等を順不同で掲載しています。 

加工編集・作成；副支部長 黒井登起雄（昭和 46年院修土木） 

《あとがき》 東洋大学校友会埼玉県東部支部は、平成 16（2004）年に校友会埼玉県支部を東西二支部に

分割し、創立しました。私も支部理事として参画し、15 年ほどの期間、支部広報担当（副支部長）として

支部会報「彩の国さいたま」、「彩の国さいたま」（リーフレット電子版）の編集・作成を受け持ってきまし

た。そのような役目から、20 周年記念特別号のリーフレット電子版を発刊することができました。支部会

員の皆様にお届けいたしますので、これからの支部の運営および発展にお役立て下さい。（黒井登起雄） 


